国際シンポジウム
障害者・高齢者の防災活動参加支援
―　何を研究開発しなければならないか　―
主催：　国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所

[ 趣旨 ]

　昨年日本各地を襲った暴風雨と新潟中越地震の被害の復興に取り組む矢先に、更に16万人余りの人命を奪ったインド洋津波は、改めて災害への事前の備えの重要性を浮き彫りにしました。阪神淡路震災の被災10年にちなんで神戸市で開催される国連世界防災会議は世界中の期待と注目の中で新たな国際的な取り組みを始めようとしています。この会議には、障害者・高齢者・子供・旅行者など、災害時の安全確保に特別な支援を要する人々への支援に焦点を当てて災害への備え（disaster preparedness）を強化するための活動を進めている日米の研究グループが参加します。

防災計画と避難ルートを熟知し、直ちに適切な避難行動をとることが災害時の安全確保に必須であるとすれば、特別な支援を要する人々が自ら防災訓練や防災計画に参加することがなければ災害時の安全確保は不可能です。防災計画や防災活動にさまざまな障害がある人々が参加するためには、数多くの問題を解決しなければなりません。

国連世界防災会議の内容をふまえながら日米欧の共同研究グループによる障害者の防災活動参加支援の取り組みを紹介し、今後の進め方について意見交換をするための国際シンポジウムを、国連の世界防災戦略（横浜戦略）発祥の地である横浜で下記のように開催します。
　日英同時通訳、手話通訳、パソコン要約筆記、車椅子アクセスの用意があります。当日参加も可能ですが、事前にお申し込みの方には、印刷物または電子媒体による資料を用意いたしますので、極力事前にお申し込みください。
[ 日時・会場 ]

2005年１月24日（月曜日）　9時半―17時

パシフィコ横浜　アネックスホールF-201/ F-202（参加無料）
会場URL：　http://www.pacifico.co.jp/
09:30-09:50 開会

　　　山内　繁（国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所　所長）

09:50-10:20　キーノート・プレゼンテーション

障害者・高齢者の防災参加支援についての研究開発
      河村　宏（国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所　障害福祉研究部長）
10:20-10:35 　休憩

10:35-12:15 日本における現状

北海道浦河町における災害への備え
        山根　博範　（北海道浦河町役場　保健福祉課長）
「浦河べてるの家」の防災活動
       山根　耕平　（（社）浦河べてるの家、北海道浦河町） 

重度自閉症者入所施設における緊急避難訓練

        久保　義和　（（社福）けやきの郷、埼玉県川越市）

障害者団体の災害準備活動
        藤沢　敏孝　（障害者放送協議会　災害時情報保障委員長）
12:15-13:30 　昼食休憩
13:30-14:30 米国の現状 
米国における障害者の災害への備え
　

メイヤー・マックス　（シャカテック研究所）

リッチモンド市の発達障害児学級における防災教育
   

ジュディス・マルコ　（クレストウッド小学校、バージニア州）

14:30-14:50 休憩

14:50-16:50 
パネル討論「障害者の地域における防災活動への参加をどう進めるか：　発想の転換」

マーク・ハッキネン W3C/WAI RDIG委員長
スティーブン・ショア：「壁の向こうへ」の著者

ブレンダ・マイルズ（カンザス大学）
石川准（静岡県立大学教授、日本障害学会会長）
ジャレド・マックス：コンピューター・アニメータ（自閉症本人の立場から発言）
メイヤー・マックス

ジュディス・マルコ
山根　耕平
藤沢　敏孝
河村　宏（司会）
16:50-17:00 閉会

[参加のお申し込み] 
e-mailまたはFAXで、下記の内容についてお知らせください。

お名前（ふりがな）


ご所属


参加日（24日（シンポジウム参加）、25日（共同研究セッションの傍聴）、両日）


ご連絡先

メールアドレス

電話番号

FAX番号

住所


下記に該当するかどうか

１）車椅子使用

２）手話通訳が必要

３）要約筆記が必要

４）点字プログラムが必要

５）当日配布資料は電子媒体での提供を希望

お申し込み先


国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所　障害福祉研究部

e-mail：
daisyteam@rehab.go.jp


電話：
04-2995-3404　担当：深谷（ふかや）


FAX：
04-2995-3132

「障害福祉研究部宛　国際シンポジウム参加申し込み」とご明記ください。

[パシフィコ横浜への交通 ]

みなとみらい線：　「みなとみらい駅」　徒歩3分

JR、横浜市営地下鉄：　「桜木町駅」　徒歩12分 

[ 1月25日の共同研究セッションの傍聴について ]

1月25日には24日と同じ会場で国連世界防災会議への参加を含めた一連の共同研究の総括と、本年11月に開催される世界情報社会サミットに向けた準備等の共同研究グループによる意見交換を行います。共同研究者が英語で討論をするインタラクティブなセッションですが、事前にお申し出があれば傍聴席を用意いたします。（通訳はありません）
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